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背景を考えると精神科救急 の需要は今後増加する

もの と予想され る その 中で 精神疾患患者が ′麦診

しやす い 体制が望まれ る

② 医療機関と トラ フ ル等を起 こ し入院を拒否

され る患者の ケ ー ス も犯罪防止の観点も含め重要

な課題で ある

③ 精神疾患患者の 自殺企図の 割合が 高く ,
そ

の 予防も重要 な課題 で ある

3　小出地域における精神系救急の現状について

椛沢一彦（小出郷消防署）

小出郷消防本部は北魚沼郡( 川 口 町を 除く) を

管内と し ,
人口 約46 ,000 人の 山間地城 で 消 防業務

を行 っ て お り
,
精神科を有する総合病 院で あ る県

立小出病院にほぼ集中して傷病者を搬送して い る

枚急出場状況は全国と同様増加の
一 途 で

,
その

中で の 精神系も増加傾向に ある

精神系の 傷病者の 搬送先は 9 割以上 が県立小 出

病院で ある

その 傷病診断名を見る と心因反応や ,
ア ル コ

ー

ル 絡み が 大半 で ある 薬物中毒等が 上 位 にあり ,

｢ 引き受けて もらえるか ら搬送する+ , と い う と こ

ろ が本音で ある しか しなが ら ,
こ の まま何で も

搬送を続ける な ら , 病院も医師
･ 看護婦 も受けき

れなくなる恐れが ある

こう した状況の 中
,
精神系傷病者 で 特 に 項回 に

放急要請 して きた症例を紹介 し, 傷病者本人や 家

族
,
町村行政 , そして 我 々 放急隊の 取る べ き方策

は何か を検討 して み た い

4 精神科領域の 疾患 をもつ 症例 の 救急医療

―現状と問題点―

目黒信子(是里奈妄
字病院

)

当政命セ ン タ ー に お ける精神科領域受診状況 を

み ると
,
自殺企図や それ に準ずるもの が 半数以 上

を占め る そ の 多くはそうう つ 病や 分裂病 な との

疾患をもち抗精神薬を大量に 服用 したもの で ある

政令セ ン タ
ー で は致命処置を はじめ と した身体的

な冶療を行うが
,
身体状態の 回復が必 ず しも本 人

の 問題解決にはな っ て い な い

う つ 状態や その 他の 精神的問題をかかえ受診す

る 人もあるが
,
精神科枚急を貴け入れ る 体制が な

くさら に救命が優先され る状況の 中で は ,
十分な

対応が 困難 で ある

看護婦も患者の 体験 して い る苦痛を少 しでも理

解 し
,
患 者の 意 に庶う よう に 関わ ろう と する が ,

専門的な知識の 習得や 関わりの 訓練をして い な い

こ ともあり患者 ･ 看護婦双方で ス ト レ ス となるよ

うな事態もある 看護婦は患者が自身の か か える

問題に対処して い くた め に必 要な情報を提供する

役割をも つ その ため には精神科医療 に つ い て 1T_

し い 知識をも つ 必要が ある

精神科医療 にお い て は
,
1 身体 と精神の 両側

面を統合した医療の 体制 ,
2

一 般病院 と専門病

院の 連携 ･ 情報交換 ,
3 精神 に 問題をか かえ た

人が い つ で も診療を受けられる体制が望まれる

5 自殺企図者 へ の 対応上の 問題点

熊谷敬一(荒甜
民病院

)

自殺企図者に対 して は
,
身体の み なら ず基盤 に

ある精神状態 - の 対応が必要で ある 当院救 命放

急セ ン タ ー には多数の 自殺 企図者が 受診する が ,

そ の ほとん どが精神科医の診察を豆ける体制にな っ

て い る 本発表で は20 00 年度に自殺企図て 当科 に

初診した患者の 特徴を把握し問題点 を抽出した

自殺企図者は新患1 ,01 6 人中1 1 1 人 で あ っ た 故

命枚急セ ン タ
ー

に入院中の 老が95 名で あ っ た 91

惟4 2 ノし, 女性69 人 て ,
年齢 は-9i 女 とも2 0 代が ピ

ー

ク た っ た 精神科治療歴 の ある 者 が5 7 % ,
な い 者

が43 % で
, 精神科診断は精神科治療歴 の ある 者 は

人格障害 ･ 精神分裂病 ･ 気分障害が多く
,
な い 者

は適応障害 人間関係等の 問題が多か っ た 自殺

企 図の 手段 は医薬品の 多量服用が6 5 人と多か っ た

約 6 割は 3 日以 内に 退院し ,
当村 の 診察も 1 回 た

け の 者が多か っ た 精神科かか り付け医が あ る 者

はそちら に紹介し ,
な い 者は当科外来通院の 治療

方針 とな っ た しか し, 外来通 院を中断す る 者が
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半数以上 で あ っ た

特別な問題点を持 つ 症例 は
,
再企図例

, 後 に既

遂に至 っ た例
,
反社会性人格障害の 例

,
遠方か ら

当地に来て 自殺企図を した例
,
ビザな し の 外 国人

の 例
, 他害行為を伴う例 , 同朋例な どがあ っ た

新潟大学医学部附属病院にお ける精神科救急

医療

雑木 俊宏 ･ 染矢 俊幸

新掲大学医学部附属病院にお ける平成1 1 年 ,
12

年の 平日夜間及び休 日にお ける精神科受診症例を

調査 し
,
現状 の把握とその 問題点に つ い て 検討を

行 っ た

平成11 年
,
12 年の 2 年間に精神科受診し た件数

は325 人
,
全科の 約 1 割 で あ っ た 平均年齢 は3 4 3

読
, 男女比 は約 1 2 と女性が多か っ た 外来時精

神科診断で は精神分裂病 圏が33 % と最多で あり
,

精神症状の ための 受診が7 5 % と最も多か っ た 入

院症例の 診断は精神分裂病圏が32 % と最多であり ,

人格障害が それ に続 い た 入院件数 は大量服薬 に

よる自殺企図によ るもの が5 2 % と最も多か っ た

以上 か ら新潟大学医学部附属病院にお ける精神

科救急外来で は ソ フ トな精神科救急対応件数が最

多で あるが
,
入院にお い て は大量服薬 によ る 自殺

企図な ど身体管理が必要な症例を中心に対応が行

わ れて い た しか し
, 身体管理の た め の ベ ッ ド確

保の 困難 , 大学附属病院と して の 機能の 末確 立な

ど問題が残さ れて い る

7 県立療養所悠久荘での 精神科救急と実態

丸山 直樹(是蒜宕
養所悠久荘
)

新掲県の 精神科救急 シ ス テ ム は
,
平成 9 年 9 月

か ら運営さ れて い る その 内容 は
,
土 ･ 日 ･ 祭日 ･

年末年始の 日中 ( 9 時 - 1 7 時) 対応 で ある 県内

を 5 ブ ロ ソ ク に 分け
,
ブ ロ ッ ク内で の輪番制をと っ

て い るが
,

一

定 の 実績をあけて い る 当院は
, 県の

精神医療基幹病院と して の 任務を担う他 に
,
県央

ブ ロ ッ ク の 輪番病院の ひと つ と して 参加して い る

平成12 年度で の 救急実績をみ れば
,
精神科救急

シス テ ム の 枠で は
,
実働 日57 日/ 1 20 日

,
朴芯件 数

600 件 ,
その 内入院した数は13 件 で あ っ た そ の 他

に, 平日夜間帯で の 救 急も従来か らや っ て お り ,

これ に は
, 県央だけにと どま らず ,

下越地域 か ら

も要請が み られ る こ れ を含め る と 年間22 7 件 の

対応数が あり
,
内65 件の 例が 入院を し て い る こ

の 実態の 中に い くつ か の 問題点が ある ( 1) 身体

的医療が優先 さ れ る べ き例が , 搬送 さ れ て くる

( 2) 反社会性人格障害者 の 受診適応性 (3) 夜 間

放急未整備の ため広 い 地域 から の搬送 以上 の 様

な実態と 問題点を提供する

8 精神科救急医療の 実態

田崎 紳
-

(是完窟長安
院

)

小出病院精神神経科は ｢ 合併症患者の 受け入れ

と2 4 時間3 65 日 の 医療体制+ を合 い 言葉 に精神科

政急医療に取り組ん で い る

それ は平成12 年1 / 1 から12/ 31 の 一 年間で
,
過

院患者美人数1 3 72 人
,

一

日平均患者数1 2 9 8 人 , 外

来新患致45 7 人 , 年間延 べ 入院者 数503 人
,
夜 間 ･

休 日の 時間外入院は1 1 9 人
,
平均在院日数

,
8 1 6 日

と い う実績と して 数字に表れ て い る こ の ような

業務の 中で 金子ら は合併症を有する精神科患者さ

んの 救急医療を円滑に進め るため の や り方と して

｢ 小 出式 トリ ア ー

ジ ュ+ と い う方法を提案 し て き

て い る しか し
,
救急の 現場で は ｢ 小出式トリア ー

ジ ュ+ がうまく機能しな い こ とが ある そ の 実例

を紹介 し つ つ 精神科救急の 全般的な問題点に つ い

て も言及した い

9 本県の精神科救急医療体制の現状と課題

野口 晃(歪農若葉註
保健部
)

本県で は精神疾患 の 急戯な発症や精神症状の 悪

化等 により
,
緊急 な医療 を必要 とする精神 障害者




